
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
ま
た
関
係
機
関
の
皆

様
方
に
は
、
当
協
会
が
実
施
す
る
各
種

事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
元
号
が

変
わ
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
自
然
災
害
の
多
発

す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
台
風
　
号
や
　
号
で
は
、
本
県
に

１５

１９

お
い
て
も
広
範
囲
に
わ
た
る
停
電
や
河

川
の
氾
濫
、
決
壊
に
よ
り
甚
大
な
水
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
当
協
会

の
会
員
に
は
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
県
北
地
域
に
お
い
て
数
事
業
所

が
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
改
め
て

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
当
協
会
は
、
高
圧
ガ
ス
の
公

益
性
に
立
脚
し
、
消
費
者
及
び
公
共
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
の
確
立
と
健
全

な
発
展
を
図
り
、
も
っ
て
県
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
も
事
業
計

画
に
「
保
安
確
保
」
「
防
災
対
策
」
「
社

会
貢
献
」
「
広
報
活
動
」
「
お
客
様
と
の

信
頼
関
係
」
「
需
要
開
発
」
「
組
織
体
制

の
強
化
」
と
い
っ
た
７
つ
の
基
本
方
針

を
掲
げ
、
全
会
員
が
力
を
合
わ
せ
、
業

界
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
共
が
取
り
扱
う
高
圧
ガ
ス
は
、
一

般
家
庭
は
勿
論
の
こ
と
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
自
動

車
の
燃
料
、
工
業
製
品
の
原
料
や
研
究

用
な
ど
様
々
な
分
野
で
利
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
保
安
対
策
や
設
備
等
の
維

持
管
理
な
ど
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
、
重

大
な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
我
々
の
最
大
の
使
命
は
、
保
安
の
確

保
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
保
安
意
識

の
向
上
に
努
め
、
更
な
る
保
安
高
度
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
お
客
様
な
ど
へ

の
説
明
を
十
分
に
行
う
な
ど
の
取
組
み

を
実
践
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
震
や
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
対
し

て
は
、
各
事
業
所
に
お
い
て
、
設
備
の

耐
震
化
や
洪
水
等
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
容
器
等
の
流
出
防
止
対
策
な

ど
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
中
核

充
填
所
と
連
携
し
た
供
給
体
制
の
構
築
、

行
政
や
地
域
と
連
携
し
た
各
種
災
害
対

策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
引
き
続
き

進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
更
に
、
高
圧
ガ
ス
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
安
全
・
安
心
届

け
隊
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
需
要
開

発
に
向
け
た
取
組
み
、
高
圧
ガ
ス
の
広

報
活
動
、
組
織
体
制
の
強
化
な
ど
、
業

界
の
発
展
に
向
け
、
各
種
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
門
に
お
き
ま
し

て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
真
に
消
費
者
か
ら

信
頼
さ
れ
選
択
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
た
め
、
取
引
適
正
化
、
料
金
透
明

化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
お
客
様
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
高
圧
ガ
ス
に
携
わ
る
事
業
者

は
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
、
販
売
等
を
通

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
連
携

を
強
化
し
、
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
今
後
と
も
会
員
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
諸
問
題
に
取
り
組
み
、

各
種
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
将
来
に

向
け
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
益
々
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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令
和
元
年
度
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保

安
大
会
を
、　

月
　

日
に
フ
ェ
リ

１１

２６

ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
に
お
い
て
、

茨
城
県
・
（
一
社
）
茨
城
県
高
圧
ガ
ス

保
安
協
会
・
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
地
域
防

災
協
議
会
・
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安
協

会
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
高
圧
ガ
ス

保
安
協
会
の
福
田
敦
史
理
事
の
ご
臨
席

の
も
と
、
受
賞
者
・
関
係
者
１
４
０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
服
部
隆
全
茨
城
県
防

災
・
危
機
管
理
部
長
、
立
原
孝
夫
（
一

社
）
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
長
、

安
藤
将
太
郎
茨
城
県
地
域
防
災
協
議
会

長
、
鴨
川
安
男
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安

協
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
第
１
部
「
表
彰
式
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
茨
城
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
結
城
市

の
小
篠
一
雄
様
が
受
賞
者
を
代
表
し
、

受
賞
に
対
す
る
お
礼
と
、
「
今
後
も

様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
県
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
事
業
者
、
従
事
者
と
し

て
の
責
務
を
肝
に
命
じ
、
精
進
努
力
し

て
い
く
」
と
決
意
を
込
め
た
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
度
経
済
産
業
大
臣
表

彰
等
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
２
部
「
講
演

会
」
で
は
、
（
一
財
）
海
上
災
害
防
止

セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練
所
長
の
大
森
春
生
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
初

の
国
体
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

で
、　

年
ぶ
り
に
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を

４５

獲
得
す
る
な
ど
明
る
い
話
題
が
あ
る
一

方
、
相
次
い
で
発
生
し
た
大
型
台
風
に

よ
り
、
本
県
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
者
の
皆
様
が
一
日
で
も
早
く
心
安

ら
ぐ
生
活
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、
引

き
続
き
、
全
力
で
復
旧
・
復
興
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
私

は
こ
れ
ま
で
、
茨
城
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
未
来
に
希
望
は
な
い
と
の
危
機
意
識

を
持
ち
、「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
選
択
と

集
中
」
を
信
条
に
、
困
難
な
政
策
課
題

に
も
臆
せ
ず
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
　
例
え
ば
、
質
の
高
い
雇
用
の
創
出
に

向
け
た
戦
略
的
な
企
業
誘
致
で
は
、
成

長
分
野
の
本
社
機
能
等
の
誘
致
を
数
多

く
実
現
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
医
師

確
保
に
つ
い
て
も
、
明
確
な
目
標
を
掲

げ
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
が

結
果
に
結
び
つ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に

向
け
て
茨
城
空
港
や
港
湾
の
利
用
拡
大

に
取
り
組
み
、
新
た
な
国
際
線
の
定
期

便
や
連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
開
設
、
外

国
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
新
規
就
航
な
ど
、

夢
・
希
望
に
繋
が
る
成
果
も
あ
が
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
将
来
の
茨
城
を
支
え
る
人

財
を
育
成
す
る
た
め
、
中
高
一
貫
教
育

校
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
儲

か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、
農
産
物
等

の
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
輸
出
拡
大

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
ま
だ
実
績
を
あ
げ
る
に
至

ら
な
い
課
題
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
打
ち
出

し
て
き
た
政
策
を
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
推
し
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

絶
え
ず
効
果
検
証
を
行
い
、
軌
道
修
正

が
必
要
と
あ
ら
ば
、
躊
躇
せ
ず
に
見
直

し
や
追
加
の
対
策
を
実
施
し
、
新
た
な

課
題
に
対
し
て
も
積
極
的
に
対
応
し
て
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ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
本
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
茨
城
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
、

「
茨
城
県
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
ね
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
活
力
が
あ

り
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ
く
り
」

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
を
開
催

～
 　
個
人
・
事
業
所
が
受
賞
 ～
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大井川和彦

令
和
元
年
度
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氏
に
よ
り
「
高
圧
ガ
ス
の
災
害
と
防
止

対
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

高
圧
ガ
ス
保
安
功
労
者
等
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

１
　
茨
城
県
知
事
賞

○
保
安
功
労
者

　
小
篠
一
雄
　
㈲
ガ
ス
シ
ョ
ッ
プ
コ
シ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
）

○
優
良
製
造
事
業
所

㈱
産
業
ガ
ス
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
ひ
た

ち
な
か
営
業
所
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
）

○
優
良
販
売
事
業
所

　
茨
城
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
協
業
組
合（茨

城
）

　
関
東
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー
㈱
　
　
（
日
立
）

○
優
良
製
造
保
安
責
任
者

　
杉
山
　
宗
　
ル
ネ
サ
ス
　
セ
ミ
コ
ン

　
　
　
　
　
　
ダ
ク
タ
　
マ
ニ
ュ
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
㈱
那
珂
工
場

（
ひ
た
ち
な
か
）

２
　
茨
城
県
防
災
・
危
機
管
理
部
長
賞

○
優
良
製
造
事
業
所

　
大
川
運
輸
㈱
　
　
　
　
　
　
（
鹿
嶋
）

○
優
良
販
売
事
業
所

　
高
萩
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
　
（
高
萩
）

○
優
良
製
造
保
安
責
任
者

　
沼
田
昭
人
　
信
越
化
学
工
業
㈱
鹿
島

　
　
　
　
　
　
工
場
　
　
　
　
（
神
栖
）

　
原
　
　
均
　
㈱
ク
ラ
レ
鹿
島
事
業
所

（
神
栖
）

　
三
浦
敏
克
　
㈱
み
う
ら
や
　
（
神
栖
）

　
村
山
高
司
　
常
北
冷
蔵
㈱

（
北
茨
城
）

○
優
良
業
務
主
任
者

　
加
倉
井
俊
明
　
㈲
梅
屋
百
貨
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
美
玉
）

３
　
一
般
社
団
法
人
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

　
会
会
長
賞

○
功
労
役
員

　
會
田
道
夫
　
㈱
會
田
工
業

（
つ
く
ば
）

４
　
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
高
圧
ガ
ス

　
保
安
協
会
会
長
賞

○
功
労
役
員

　
相
山
孝
志
　
関
彰
商
事
㈱
古
河
Ｌ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
Ｇ
セ
ン
タ
ー
　
（
古
河
）

　
相
澤
　
勝
　
安
立
サ
ー
ビ
ス
㈱

（
筑
西
）

○
功
労
支
部
役
員

　
菊
池
一
志
　
㈲
菊
池
商
店
　
（
桜
川
）

　
山
口
孝
史
　
山
口
屋
商
店
　
（
潮
来
）

○
優
良
製
造
所

　
茨
城
通
運
㈱
大
宮
充
填
工
場

（
常
陸
大
宮
）

　
㈱
エ
ネ
サ
ン
ス
関
東
鹿
嶋
事
業
所

（
鹿
嶋
）

　
㈱
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
東
関
東
竜
ケ

崎
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
（
龍
ヶ
崎
）

○
優
良
販
売
所

　
㈲
旭
日
屋
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
東
）

　
岩
井
燃
料
店
　
　
　
　
　
　
（
坂
東
）

　
大
洗
常
澄
ガ
ス
協
同
組
合
　
（
水
戸
）

　
関
彰
商
事
㈱
笠
間
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笠
間
）

　
玉
屋
ガ
ス
工
業
　
　
　
　
　
（
日
立
）

　
㈱
照
沼
商
事
　
　
　
　
　
　
（
東
海
）

　
長
島
プ
ロ
パ
ン
店
　
　
　
　
（
城
里
）

○
優
良
業
務
主
任
者

　
宇
野
直
樹
　
㈱
ミ
ト
レ
ン
　
（
水
戸
）

海
老
沢
光
裕
　
茨
城
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
協
業
組
合
　
（
茨
城
）

　
大
和
田
勝
弘
　
大
和
田
商
店
（
古
河
）

　
河
原
井
政
男
　
河
原
井
商
店
（
古
河
）

　
佐
藤
　
丈
　
佐
藤
石
炭
　
　
（
東
海
）

　
鶴
田
和
典
　
㈲
鶴
田
肥
料
店
（
笠
間
）

　
濱
田
政
美
　
濱
田
商
店
　
　
（
行
方
）

　
廣
瀬
　
正
　
中
央
石
油
㈱
筑
波
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
西
）

　
保
立
明
彦
　
㈲
Ａ
Ｙ
Ａ
　
　
（
神
栖
）

（３）　第182号

茨城県防災・危機管理部　服部部長の挨拶

高圧ガス保安協会　福田理事の祝辞

受賞者を代表して謝辞を述べる小篠氏
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○
優
良
保
安
係
員

井
川
　
望
　
茨
城
地
方
広
域
環
境
事

　
　
　
　
　
務
組
合
　
　
　
（
茨
城
）

小
川
伸
一
　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城

　
　
　
　
　
事
業
所
　
　
　
（
神
栖
）

太
田
卓
男
　
㈱
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
ケ
ミ

　
　
　
　
　
カ
ル
鹿
島
工
場
（
神
栖
）

岡
田
　
保
　
㈱
旭
商
事
　
　
（
笠
間
）

加
古
永
治
　
（
共
）高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

　
　
　
　
　
速
器
研
究
機
構（つ

く
ば
）

　
木
内
修
司
　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城

　
　
　
　
　
　
事
業
所
　
　
　
（
神
栖
）

　
宍
戸
壽
郎
　
（
共
）高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

　
　
　
　
　
　
速
器
研
究
機
構（つ

く
ば
）

　
清
宮
昭
二
　
㈱
エ
ネ
サ
ン
ス
関
東
鹿

　
　
　
　
　
　
嶋
事
業
所
　
　
（
鹿
嶋
）

　
土
子
一
成
　
㈱
水
郷
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

（
潮
来
）

　
西
村
英
樹
　
日
本
製
鉄
㈱
鹿
島
製
鉄

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
鹿
嶋
）

　
古
山
　
学
　
Ｊ
Ｘ
金
属
㈱
日
立
事
業

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
日
立
）

　
細
谷
拓
朗
　
塚
本
産
業
㈱
　
（
牛
久
）

５
　
自
家
消
費
製
造
事
業
所
部
会
長
賞

○
優
良
保
安
係
員

　
安
藤
正
明
　
㈱
ク
ラ
レ
鹿
島
事
業
所

（
神
栖
）

　
井
上
雄
介
　
航
空
自
衛
隊
第
７
航
空

　
　
　
　
　
　
団
　
　
　
　
（
小
美
玉
）

　
遠
藤
昌
博
　
ジ
ェ
イ
エ
ス
ア
ー
ル
ク

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ト
ン
エ
ラ
ス
ト
マ

　
　
　
　
　
　
ー
㈱
鹿
島
工
場

（
神
栖
）

　
押
尾
治
明
　
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
鹿
島
工
場
　
　
（
鹿
嶋
）

　
加
藤
隆
幸
　
横
関
油
脂
工
業
㈱

（
北
茨
城
）

　
草
間
清
彦
　
日
本
製
鉄
㈱
鹿
島
製
鉄

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
鹿
嶋
）

　
坂
本
光
由
　
航
空
自
衛
隊
第
７
航
空

　
　
　
　
　
　
団
　
　
　
　
（
小
美
玉
）

　
関
川
重
芳
　
（
国
）
物
質
・
材
料
研
究

　
　
　
　
　
　
機
構
　
　
　
（
つ
く
ば
）

　
田
中
将
志
　
㈱
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
ケ
ミ

　
　
　
　
　
　
カ
ル
鹿
島
工
場
（
神
栖
）

　
高
尾
茂
樹
　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城

　
　
　
　
　
　
事
業
所
　
　
　
（
神
栖
）

　
髙
木
義
宏
　
Ａ
Ｇ
Ｃ
㈱
鹿
島
工
場

（
神
栖
）

　
中
島
一
徳
　
（
国
）
物
質
・
材
料
研
究

　
　
　
　
　
　
機
構
　
　
　
（
つ
く
ば
）

　
中
西
功
太
　
（
共
）高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

　
　
　
　
　
　
速
器
研
究
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
）

　
古
川
一
幸
　
日
本
製
鉄
㈱
鹿
島
製
鉄

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
鹿
嶋
）

　
増
永
広
宣
　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城

　
　
　
　
　
　
事
業
所
　
　
　
（
神
栖
）

　
吉
村
光
了
　
三
菱
原
子
燃
料
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
）

○
優
良
保
安
従
事
者

　
内
田
信
也
　
大
川
運
輸
㈱
　
（
鹿
嶋
）

　
鈴
木
弘
徳
　
信
越
化
学
工
業
㈱
鹿
島

　
　
　
　
　
　
工
場
　
　
　
  （
神
栖
）

　
髙
橋
光
弘
　
Ａ
Ｇ
Ｃ
㈱
鹿
島
工
場

（
神
栖
）

６
　
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
地
域
防
災
協
議

　
　
会
会
長
賞

○
優
良
事
業
所

　
吽
野
流
通
運
輸
㈲
　
（
ひ
た
ち
な
か
）

　
㈱
鈴
木
商
館
筑
波
営
業
所
（
つ
く
ば
）

　
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
茨
城
ガ
ス

　
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
）

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
栖
）

○
優
良
従
業
者

　
稲
垣
　
明
　
大
川
運
輸
㈱
　
（
鹿
嶋
）

　
岩
崎
幸
一
　
日
本
液
体
運
輸
㈱
鹿
島

　
　
　
　
　
　
支
店
　
　
　
　
（
神
栖
）

　
小
野
雅
道
　
日
本
無
機
㈱
結
城
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
）

　
金
島
　
明
　
鹿
島
石
油
㈱
鹿
島
製
油

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
神
栖
）

　
笹
沼
紀
仁
　
日
本
液
体
運
輸
㈱
鹿
島

　
　
　
　
　
　
支
店
　
　
　
　
（
神
栖
）

　
沼
田
　
誠
　
Ｊ
Ｘ
金
属
㈱
日
立
事
業

　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
（
日
立
）

　
安
田
久
志
　
㈱
カ
ネ
カ
鹿
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
栖
）

７
　
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安
協
会
会
長
賞

○
優
良
製
造
保
安
責
任
者

　
髙
島
鉄
也
　
花
王
㈱
鹿
島
工
場（神

栖
）

　
西
岡
政
人
　
花
王
㈱
鹿
島
工
場（神

栖
）

第２部講演会講師の大森様

受賞された会員の皆様
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○
優
良
作
業
責
任
者

　
川
又
保
雄
　
（
公
財
）
水
戸
市
芸
術
振

　
　
　
　
　
　
興
財
団
水
戸
芸
術
館

（
水
戸
）

　
宮
下
　
守
　
新
菱
冷
熱
工
業
㈱

（
つ
く
ば
）

　
吉
田
達
實
　
常
洋
水
産
㈱
水
戸
冷
凍

　
　
　
　
　
　
工
場
　
　
　
　
（
水
戸
）

○
優
良
従
業
者

　
亀
形
　
昇
　
㈱
ニ
チ
レ
イ
・
ロ
ジ
ス

　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ク
ス
関
東
（
水
戸
）

　
宮
田
康
弘
　
日
本
化
薬
㈱
鹿
島
工
場

（
神
栖
）

令
和
元
年
度
経
済
産
業
大
臣
等
表
彰

既
受
賞
者
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

１
　
高
圧
ガ
ス
保
安
全
国
大
会

①
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
会
長
表
彰

○
保
安
功
労
者

　
滝
澤
賢
二
　
（
国
）
産
業
技
術
総
合
研

　
　
　
　
　
　
究
所

○
保
安
功
績
者
Ｂ

　
日
野
元
勝
　
㈱
ミ
ト
レ
ン

　
森
村
　
進
　
元
・
ミ
ラ
イ
フ
㈱

２
　
関
東
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会

①
関
東
東
北
産
業
保
安
監
督
部
長
表
彰

○
保
安
功
労
者

　
鈴
木
正
人
　
茨
石
商
事
㈱

②
関
東
高
圧
ガ
ス
保
安
団
体
連
合
会

　
会
長
表
彰

○
優
良
製
造
所

　
大
陽
日
酸
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
関
東
支
社

　
水
戸
支
店

○
優
良
販
売
業
者

　
ミ
ラ
イ
フ
㈱
常
陸
太
田
店

○
優
良
運
送
業
者

　
弘
容
通
商
㈱
鹿
島
営
業
所

○
感
謝
状

　
住
谷
秀
一
　
（
一
社
）
茨
城
県
高
圧
ガ

　
　
　
　
　
　
ス
保
安
協
会

３
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
保
安
推
進
大
会

　
　
及
び
表
彰
式

①
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
技
術
総
括
・

　
保
安
審
議
官
表
彰

○
保
安
功
労
者
（
個
人
）、
優
良
液
化
石

　
油
ガ
ス
関
係
団
体
の
表
彰

　
會
田
道
夫
　
㈱
會
田
工
業

②
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
長
表
彰

○
保
安
優
良
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

　
及
び
事
業
所

　
㈲
瀬
尾
泰
三
商
店

③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
全
委
員
会
長
表
彰

○
保
安
優
良
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

　
及
び
事
業
所

　
川
畑
プ
ロ
パ
ン

　
小
岩
井
商
事
㈱

　
㈱
フ
カ
ツ
ー

④
ガ
ス
警
報
器
工
業
会
　
リ
メ
イ
ク
運

　
動
表
彰

　
（
一
社
）
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

　
　
月
　
日
、
文
部
科
学
省
研
究
交
流

１１

１５

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
茨
城
県
が
主
催

す
る
「
い
ば
ら
き
水
素
利
用
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
ｉ
ｎ
つ
く
ば
」
が
開
催
（
後
援
・

関
東
経
済
産
業
局
、
茨
城
県
ガ
ス
協
会
、

当
協
会
、
関
彰
商
事
等
）
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
水
戸
市
で
の
開
催
に
続
き

今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
　
年
３

２８

月
に
県
が
策
定
し
た
「
い
ば
ら
き
水
素

戦
略
」
の
も
と
、
平
成
　
年
　
月
に
創

２８

１２

設
さ
れ
た
「
い
ば
ら
き
水
素
利
用
促
進

協
議
会
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
水

素
先
進
県
い
ば
ら
き
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
県
民
・
県
内
企
業
・
行
政
関

係
者
等
を
対
象
に
行
わ
れ
、
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
水
素
に
関

す
る
基
調
講
演
と
先
進
事
例
等
の
講
演

が
主
体
に
行
わ
れ
、
最
初
に
「
燃
料
電
池

自
動
車
の
開
発
動
向
と
中
小
企
業
の
関

連
産
業
参
入
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、

技
術
研
究
組
合
Ｆ
Ｃ
‐
Ｃ
ｕ
ｂ
ｉ
ｃ
専

務
理
事
の
大
仲
英
巳
様
か
ら
燃
料
電
池

自
動
車
の
特
徴
、
開
発
状
況
、
今
後
の

課
題
、
中
小
企
業
の
関
連
産
業
へ
の
参
入

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
進
事
例
の
２
例
が
紹
介
さ

れ
、
最
初
に
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
に
向
け
次
世
代
コ

ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
実
証
」
と
題
し
て
、

㈱
日
立
製
作
所
水
素
利
用
推
進
セ
ン

タ
ー
主
任
技
師
の
川
村
徹
様
か
ら
、
化

学
製
造
事
業
所
な
ど
か
ら
の
副
生
水

素
や
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
を
混
焼
す
る

こ
と
に
よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
再
エ
ネ
電
力
の
安
定
化
（
変
動
緩

和
）
が
図
れ
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱
事
業

統
括
部
グ
ル
ー
プ
長
の
山
根
史
之
様

か
ら
、
太
陽
電
池
で
得
ら
れ
た
電
力
で

水
を
分
解
し
て
水
素
を
造
り
、
水
素
を

貯
蔵
し
て
水
素
輸
送
車
両
や
カ
ー
ド

ル
に
供
給
し
、
こ
の
水
素
製
造
装
置
で

１
日
あ
た
り
約
１
５
０
世
帯
（
約
１
か

月
分
）
の
消
費
電
力
量
を
賄
え
る
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
京
セ
ラ
製
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
筑
波

大
学
の
水
素
発
生
装
置
を
展
示
す
る

と
と
も
に
、
会
場
の
外
で
は
燃
料
電
池

車
（
ト
ヨ
タ
 Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
、
本
田
ク
ラ

リ
テ
ィ
）
を
展
示
し
試
乗
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
関
心

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ば
ら
き
水
素
利
活
用
促
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　つ
く
ば
開
催

in
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「
ガ
ス
料
金
公
表
」及
び「
Ｓ

Ｂ
メ
ー
タ
ー
設
置
先
に
お

け
る
ガ
ス
警
報
器
連
動
遮

断
」に
関
す
る
調
査
結
果

　
今
年
度
、
新
た
に
「
ガ
ス
料
金
公

表
」
及
び
「
Ｓ
Ｂ
メ
ー
タ
ー
設
置
先
に

お
け
る
ガ
ス
警
報
器
連
動
遮
断
」
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
ガ
ス
料
金
公
表
」
に
つ
い
て
は
、

電
力
・
都
市
ガ
ス
の
小
売
り
自
由
化
を

踏
ま
え
、
平
成
　
年
（
平
成
　
年
改

２９

３０

訂
）
に
国
が
示
し
た
取
引
適
正
化
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
き
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
が
お
客
様
に
信
頼
さ

れ
選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
「
料
金
の

透
明
化
」
を
促
す
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
Ｓ
Ｂ
メ
ー
タ
ー
設
置
先
に

お
け
る
ガ
ス
警
報
器
連
動
遮
断
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
展
開
中
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快

適
生
活
向
上
運
動
に
お
い
て
、
全
国
目

標
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ
級
事
故
ゼ
ロ
の
達

成
に
向
け
、
業
務
用
事
故
の
防
止
に
効

果
的
な
対
策
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
メ
ー
タ
ー
と

警
報
器
の
連
動
促
進
を
図
る
と
も
に
、

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
回
収
率
が
全
国

平
均
に
比
べ
低
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
回
調
査
の
際
は
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
は
、
来
年
度
か
ら
は

　
大
型
で
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
関

東
に
上
陸
し
た
台
風
　
号
が
、
　
月
　

１９

１０

１２

日
～
　
日
に
本
県
を
通
過
し
、
那
珂
川

１３

や
久
慈
川
を
中
心
に
河
川
の
決
壊
や
氾

濫
等
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
水
戸
市
、
常
陸
大
宮

市
、
大
子
町
な
ど
に
お
い
て
は
、
床

上
・
床
下
浸
水
な
ど
広
域
に
わ
た
り
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
被
害
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

一
般
高
圧
ガ
ス
に
関
す
る
事
故
の
発
生

や
会
員
の
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
床
上
浸
水
等
の
被
害
を
受
け

た
会
員
が
２
件
あ
り
、
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
協
会
本
部
で
は
、
　
日
か
ら
被
害
状

１３

況
の
確
認
な
ど
に
努
め
、
各
支
部
長
・

各
部
会
長
へ
連
絡
し
被
害
状
況
や
流
出

容
器
の
確
認
な
ど
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
特
に
、
床
上
浸
水
等
で
水
没
し
た
一

般
家
庭
等
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
等
に
つ
い

て
は
、
点
検
を
せ
ず
に
使
用
す
る
こ
と

は
危
険
性
も
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
等
の
点
検
を
受
け
て
か
ら
使
用
す

る
よ
う
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

注
意
喚
起
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
へ
は
、
水
没
し

た
一
般
家
庭
等
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
は
点

検
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
し
、
事
故
の

未
然
防
止
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
さ
ら
に
、
河
川
の
決
壊
・
氾
濫
は
福

島
県
、
宮
城
県
に
お
い
て
も
発
生
し
、

海
域
へ
の
容
器
流
出
の
恐
れ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
県
で
は
、
海
岸
線
に
近
い

６
事
業
所
に
回
収
し
た
容
器
の
一
時
的

な
置
場
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
量
の
流
出
容
器
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
立
港
付
近
に

お
い
て
ア
セ
チ
レ
ン
容
器
１
本
が
回
収

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
気
候
の
変
動
な
ど
か
ら
自
然

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

地
元
市
町
村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

を
参
考
に
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

水戸市飯富地区で多くの建物などが浸水

水戸市飯富地区で水害により道路が陥没

台
風
　
号
上
陸

１９

水
戸
・
常
陸
大
宮
・
大
子
な
ど

水
戸
・
常
陸
大
宮
・
大
子
な
ど
でで

河
川
の
決
壊
・
氾
濫

被
害
相
次

河
川
の
決
壊
・
氾
濫
　
被
害
相
次
ぐぐ
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毎
年
実
施
し
て
い
る
「
安
全
機
器
普
及

状
況
等
及
び
需
要
開
発
推
進
運
動
等
」

の
調
査
に
追
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

客
様
の
保
安
確
保
を
第
一
に
、
法
令
遵

守
は
勿
論
の
こ
と
、
更
な
る
自
主
保
安

活
動
を
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
各
会
場
の
詳
細
は
次
表
の
と
お
り
。

「ガス料金公表」及び「ＳＢメーター設置先におけるガス警報器連動遮断」の実施状況調査結果

集計：平成31年4月末現在

ＳＢメーターの連動状況料金公表

回収率 連　動

遮断率

連動遮断

実 施 数

警報器

併設数
設置数

料金公表の方法ガス料金を公表しているＨＰを作成している

両方店頭ＨＰ公表率いいえはいいいえはい

57.3%3,6536,3798,62722909982.1%8539133813852.1%茨城県

49.1%277,005563,715773,60383712,7342,85791.9%1,44116,42812,3815,48985.1%全国平均

　
茨
城
県
消
防
安
全
課
産
業
保
安
室
及

び
各
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課
、

並
び
に
そ
の
管
内
支
部
の
共
催
に
よ
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
講
習
会
が
、
昨
年
　
月
１０

か
ら
　
月
に
か
け
県
内
５
ヶ
所
で
開
催

１１

さ
れ
、
合
計
８
６
４
名
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
講
習
テ
ー
マ
は
二
つ
で
、

一
つ
目
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
保
安
動

向
」
と
題
し
、
（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
保
安

対
策
に
つ
い
て
、
①
重
大
事
故
及
び
Ｃ

Ｏ
中
毒
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

快
適
生
活
向
上
運
動
②
自
主
保
安
活
動

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
推
進
③
水
害
対
策

と
し
て
充
填
所
等
に
お
け
る
容
器
流
出

防
止
対
策
な
ど
、
同
協
会
の
保
安
担
当

者
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
賠

償
責
任
保
険
制
度
各
種
特
約
」
と
題
し
、

同
保
険
制
度
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
総

合
賠
償
特
約
や
労
働
災
害
総
合
補
償
特

約
な
ど
に
つ
い
て
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
㈱
茨
城
支
店
法
人
支
社
の

担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
講
習
会

県
内
５
ヶ
所
で
実
施

内　　　　　　容受講者数期日・場所主　催　者　名

①演題　「ＬＰガス業界の保安動向」
　講師　(一社)全国ＬＰガス協会　伊藤利一氏
②演題　「ＬＰガス事業者賠償責任保険制度各種特約」
　講師　損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店
　　　　法人支社　清水香里氏

137名
10月23日
鹿行生涯学習
センター

鹿行県民センター
鹿島支部
行方支部

①演題　「ＬＰガス業界の保安動向」
　講師　(一社)全国ＬＰガス協会　髙木裕則氏
②演題　「ＬＰガス事業者賠償責任保険制度各種特約」
　講師　損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店
　　　　法人支社　清水香里氏

177名
10月25日
イーアスつく
ば

県南県民センター
土浦支部
江戸崎支部
取手支部

①演題　「ＬＰガス業界の保安動向」
　講師　(一社)全国ＬＰガス協会　渡辺雅昭氏
②演題　「ＬＰガス事業者賠償責任保険制度各種特約」
　講師　損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店
　　　　法人支社　清水香里氏

158名
10月31日
ひたちなか市
文化会館

県産業保安室
水戸支部
ひたちなか支部
笠間支部

①演題　「ＬＰガス業界の保安動向」
　講師　(一社)全国ＬＰガス協会　飯田正史氏
②演題　「ＬＰガス事業者賠償責任保険制度各種特約」
　講師　損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店
　　　　法人支社　清水香里氏

260名
11月6日
県西生涯学習
センター

県西県民センター
下館支部
常総支部
結城支部
猿島支部

①演題　「ＬＰガス業界の保安動向」
　講師　(一社)全国ＬＰガス協会　橋本泰臣氏
②演題　「ＬＰガス事業者賠償責任保険制度各種特約」
　講師　損害保険ジャパン日本興亜㈱茨城支店
　　　　法人支社　清水香里氏

132名

11月14日
常陸太田市生
涯学習セン
ター

県北県民センター
日立商工労働センター
日立支部
太田支部
大宮大子支部

864名５会場合　　　　計



　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会

（
立
原
孝
夫
部
会
長
）
は
、
平
成
　２５

年
度
か
ら
需
要
開
発
推
進
運
動
に
お

け
る
一
つ
の
取
組
み
と
し
て
、
市
町

村
に
対
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
等
の
導

入
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、
災
害
時

に
避
難
所
と
な
る
学
校
の
体
育
館
へ

Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調
機
を
導
入
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
支
部
長
が
中
心
と
な
り
市

町
村
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
部
会
は
、
　１１

月
　
日
、
水
戸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

１２
お
い
て
、
㈱
石
油
化
学
新
聞
社
が
作

成
し
た
学
校
・
体
育
館
用
Ｇ
Ｈ
Ｐ
提

案
書
作
成
ソ
フ
ト
の
研
修
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
会
員

　
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

３０　
講
師
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
機
関
紙
「
Ｇ
Ａ
Ｓ
　
」
の
編
集

２１

委
員
で
、
本
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
土

屋
明
氏
を
招
き
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
の
概

算
工
事
費
や
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
経

済
比
較
な
ど
、
市
町
村
へ
提
出
す
る

提
案
書
を
作
成
す
る
に
際
し
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
土
屋
氏
は
、
市
町
村
へ
の
提
案
に

あ
た
っ
て
は
、
十
分
に
現
地
調
査
を

行
っ
た
上
で
、
本
ソ
フ
ト
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
液
化
石
油
ガ
ス
製
造
事
業
者
部
会

（
立
原
孝
夫
部
会
長
）
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
日
で
あ
る
　
月
　
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

１０

１０

ン
ド
東
雲
（
つ
く
ば
市
）
に
お
い
て
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
会
員
約
　
名
の
参
加
が

６０

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
　
年
度
か

２５

ら
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

需
要
開
発
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
当
日
は

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が
お
客
様
か
ら
選

ば
れ
続
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

（
一
社
）
日
本
ガ
ス
協
会
の
地
方
支
援

担
当
理
事
で
あ
る
角
田
憲
司
氏
か
ら
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
角
田
氏
は
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
中

で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
所
の
需
要
構

造
に
つ
い
て
、
い
か
に
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
望
ま
し
い
ス
パ
イ
ラ
ル
に
変
え
て
、

需
要
増
へ
繋
げ
て
い
く
か
が
鍵
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
工

夫
や
保
安
の
見
え
る
化
・
サ
ー
ビ
ス
化

な
ど
に
よ
り
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
新
た
な
競
争
時
代
の
中
で
、
真
に

お
客
様
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に
、

今
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
旨
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
出
席
者
は
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会会報 第182号　（８）

講師の角田憲司様

学
校
・
体
育
館
用
Ｇ
Ｈ
Ｐ

提
案
書
作
成
研
修
会
を
開
催

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
　

セミナーに参加された会員の皆様

持参されたパソコンでソフトを操作

ソフトを開発された講師の土屋明様
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
で

は
、
支
部
が
独
自
に
企
画
・
立
案
し
た

事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部

（
原
則
上
限
　
万
円
）
を
補
助
す
る
こ

１０

と
に
よ
り
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
と
支
部
活

動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
補
助
事
業
を

平
成
　
年
度
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

２４

　
今
年
度
は
　
月
　
日
現
在
で
、
日
立

１２

２６

地
方
、
水
戸
、
太
田
、
笠
間
、
鹿
島
、

行
方
、
土
浦
、
常
総
、
結
城
、
猿
島
地

方
の
　
支
部
の
　
事
業
に
対
し
て
経
費

１０

１６

の
一
部
を
補
助
、
補
助
予
定
で
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
日
立
地
方
支

部
が
会
員
向
け
講
習
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
市
主
催
の
防
災
訓
練
に
笠
間
、
土

浦
、
結
城
の
３
支
部
が
参
加
し
、
ガ
ス

発
電
機
の
展
示
・
実
演
な
ど
を
実
施
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
災
害
に
強
く
・
安
全
性
が

高
い
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
更
に
、
地
元
の
産
業
祭
等
に
水
戸
、

太
田
、
鹿
島
、
行
方
、
土
浦
、
常
総
、

猿
島
地
方
の
７
支
部
が
参
加
し
、
最
新

ガ
ス
機
器
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
・
ガ
ス

乾
燥
機
な
ど
）
の
展
示
・
説
明
を
し
た

ほ
か
、
火
起
こ
し
体
験
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
来
場
者
へ
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
利
便
性
・
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
立
地
方
、
笠
間
の
２
支

部
が
地
元
市
の
広
報
誌
に
記
事
を
掲
載

し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
保
安
な
ど
に
関
す
る

広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
事
業
と
も
支
部
役
員
を
中
心
に
会

員
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
、
支
部
活

動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
な

い
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、

こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
支
部
活
動
の

活
性
化
な
ど
を
図
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

《
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
》

日
立
地
方
支
部

・
高
萩
市
、
北
茨
城
市
広
報
誌
掲
載

・
支
部
会
員
向
け
講
習
会
の
開
催

水
戸
支
部

・
水
戸
市
産
業
祭
へ
出
展
参
加

太
田
支
部

・
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
里
山

　
フ
ェ
ア
へ
出
展
参
加

笠
間
支
部

・
笠
間
市
、
桜
川
市
広
報
誌
掲
載

・
笠
間
市
総
合
防
災
訓
練
へ
参
加
　

鹿
島
支
部

・
鹿
嶋
ま
つ
り
へ
出
展
参
加

行
方
支
部

・
行
方
ふ
れ
あ
い
祭
り
へ
出
展
参
加

土
浦
支
部

・
石
岡
ふ
れ
あ
い
祭
り
へ
出
展
参
加

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
防
災
訓
練
へ
出
展

　
参
加

・
土
浦
市
産
業
祭
へ
出
展
参
加

・
石
岡
市
総
合
防
災
訓
練
へ
参
加

常
総
支
部

・
常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
へ
出
展
参
加

結
城
支
部

・
結
城
市
総
合
防
災
訓
練
へ
参
加

猿
島
地
方
支
部

・
坂
東
市
生
き
生
き
生
活
フ
ェ
ア
へ
出

　
展
参
加

・
さ
か
い
復
興
市
へ
出
展
参
加

土浦支部が石岡ふれあい祭りへ出展

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案

補
助
事
業

～
　
支
部
が
活
用
～

１０

常総支部が常総ふるさとまつりへ出展

青年部鹿行ブロックが火起こし体験教室を実施

令
和
元
年
度
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
委
員
会
は
、

　
月
　
日
、
日
立
市
の
東
京
ガ
ス
エ
ネ

１１

１３

ル
ギ
ー
（
株
）
日
立
充
配
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
中
核
充
填
所
稼
働
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
茨
城
県
産
業

保
安
室
の
担
当
者
、
県
北
県
民
セ
ン

タ
ー
環
境
・
保
安
課
の
担
当
者
の
ほ
か
、

県
内
　
ヶ
所
の
中
核
充
填
所
関
係
者
な

１１

ど
約
　
名
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　
訓
練
は
、
茨
城
県
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
が
発
生
し
、
県
内
全
域
で
震
度
７

を
観
測
、
県
内
全
域
で
停
電
が
発
生
し

た
な
ど
の
想
定
で
行
わ
れ
、
非
常
用
発

電
機
の
電
力
だ
け
で
ボ
ン
ベ
へ
の
充
填

な
ど
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
①
中
核
充
填
所
の
災
害
対

応
準
備
訓
練
②
協
会
本
部
、
中
核
充
填

所
、
卸
売
事
業
所
等
と
の
連
携
に
係
る

情
報
伝
達
訓
練
③
非
常
用
電
源
を
使
用

し
た
充
填
設
備
の
稼
働
訓
練
④
避
難
所

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
訓
練
⑤
非
常
用
電

源
か
ら
商
業
用
電
源
へ
の
切
替
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
稼
働
訓
練
終
了
後
に
は
、
同
所
会
議

室
に
お
い
て
本
委
員
会
を
開
催
し
、
今

回
の
稼
働
訓
練
の
成
果
や
課
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
全
体

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
成
果
が

活
か
さ
れ
、
テ
キ
パ
キ
と
し
た
稼
働
訓

練
と
な
り
、
前
回
ま
で
課
題
で
あ
っ
た

衛
星
電
話
で
の
情
報
伝
達
訓
練
も
、
今

非常用電源の稼動を確認

避難所へのＬＰガス供給訓練の様子

年
度
は
特
に
問
題
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
大
規
模
災
害
時
に

は
中
核
充
填
所
と
卸
売
事
業
所
等
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売

事
業
者
の
容
器
を
卸
売
事
業
者
が
中
核

充
填
所
へ
持
込
む
た
め
の
ル
ー
ル
化
を

図
り
、
重
要
施
設
等
へ
の
迅
速
な
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
供
給
が
で
き
る
よ
う
各
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
安
全
・
安
心
届
け
隊
事
業

は
、
「
高
齢
者
見
守
り
活
動
」

「
か
け
込
み
１
１
０
番
」
と
し

て
の
事
業
所
の
提
供
、
「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
」
「
高
齢

者
や
子
供
に
対
す
る
思
い
や

り
運
転
の
実
施
」
を
主
な
活
動

方
針
と
し
て
掲
げ
、
地
域
社

会
に
安
全
・
安
心
を
届
け
る

た
め
の
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
、
平
成
　
年
度
か
ら
継
続

２３

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
も
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
業
者
が
行
う
「
高
齢
者
見

守
り
活
動
」
で
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
へ
お
声
掛
け

す
る
な
ど
身
近
で
頼
ら
れ
る
存
在
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
「
電
球
を
交
換
し

て
あ
げ
た
」
「
荷
物
を
運
ん
で
あ
げ
た
」

な
ど
毎
年
す
ば
ら
し
い
事
例
報
告
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
こ
の
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
高
齢
者
向
け
チ
ラ
シ
を
５
万
枚
作

成
し
、
支
部
を
通
じ
て
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販

売
店
へ
配
付
し
ま
し
た
。
な
お
、
チ
ラ

シ
に
は
県
生
活
文
化
課
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
ニ
セ
電
話
サ
ギ
」
の
注
意
喚
起
も
併

せ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所

稼
働
訓
練
を
実
施

安
全
・
安
心
届
け
隊
事
業

高
齢
者
向
け
チ
ラ
シ
を
作
成

（裏） （表）
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令
和
元
年
の
高
圧
ガ
ス
関
係
の
国
家

試
験
は
、
　
月
　
日
、
水
戸
葵
陵
高
等

１１

１０

学
校
、
水
戸
啓
明
高
等
学
校
、
水
戸
英

宏
中
学
校
の
３
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
乙
種
化
学
、
乙
種
機
械
、

丙
種
液
石
、
丙
種
特
別
、
第
二
種
冷
凍

機
械
、
第
三
種
冷
凍
機
械
、
第
一
種
販

売
、
第
二
種
販
売
、
設
備
士
の
９
種
類

に
１
，
３
８
２
名
が
申
込
み
、
１
，
２

２
２
名
（
受
験
率
　
・
４
％
）
が
受
験

８８

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
　
月
７
日
、
茨
城

１１

県
産
業
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
国
家

試
験
を
適
正
か
つ
厳
正
に
実
施
す
る
た

め
に
設
置
し
た
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
試
験

連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
国
家
試
験
申

し
込
み
状
況
、
筆
記
試
験
実
施
要
領
を

説
明
し
、
筆
記
試
験
当
日
の
各
委
員
の

役
割
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

協
議
会
終
了
後
、
試
験
監
督
員
に
対
す

る
事
前
説
明
会
を
開
催
し
、
筆
記
試
験

実
施
要
領
や
監
督
員
業
務
の
注
意
事
項
、

試
験
事
故
事
例
な
ど
の
説
明
を
行
い
、

厳
正
か
つ
確
実
な
試
験
が
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
試
験
当
日
は
、
立
原
試
験
本
部
長
以

下
監
督
員
、
監
督
員
補
助
を
含
む
１
３

１
名
体
制
で
厳
正
か
つ
確
実
に
試
験
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
圧
ガ
ス
関
係
国
家
試
験

　
１
３
８
２
名
が
受
験

地
域
保
安
指
導
事
業

～
保
安
講
習
会
を
２
会
場
で
開
催
～

　
関
係
各
位
に
対
し
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
地
域
保
安
指
導
事
業

（
国
の
委
託
事
業
）
の
保
安
講
習
会
に

つ
い
て
は
、
県
南
・
県
西
の
７
支
部
を

対
象
に
、
昨
年
　
月
に
開
催
し
、
　
名

１２

９５

の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
等
の
保
安
技
術
・
知
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
消
費
者
等
に
対

す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
時
の
事
故
等
を
防

止
す
る
な
ど
、
保
安
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
保
安
専
門
技
術
者
の

協
力
を
得
て
、
「
保
安
業
務
指
導
」
の

周
知
、
緊
急
時
連
絡
・
緊
急
時
対
応
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
　
保
安
講
習
会
の
開
催
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
土
浦
会
場

　
開
催
日：

　
月
　
日

１２

１８

　
会
　
場：

国
民
宿
舎
水
郷
霞
浦
の
湯

　
参
加
者：

　
名
５６

▽
下
妻
会
場

　
開
催
日
　
月
　
日

１２

２０

　
会
　
場：

下
妻
市
立
下
妻
公
民
館

　
参
加
者：

　
名
３９

　
　
月
７
日
、
令
和
元
年
度
の
第
２
回

１１
理
事
会
を
理
事
　
名
及
び
監
事
２
名
の

２１

出
席
の
下
、
茨
城
県
産
業
会
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
事
の
前
に
報
告
事
項
と
し
て
、
昨

年
　
月
の
台
風
　
号
に
係
る
協
会
の
対

１０

１９

応
及
び
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
、
事
務

局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
議
事
は
、
ま
ず
、
令
和
元
年
度
上
半

期
の
事
業
及
び
予
算
執
行
状
況
に
つ
い

て
、
業
務
執
行
理
事
で
あ
る
郡
司
専
務

理
事
が
説
明
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
２
年
度
の
役
員
改
選
に

お
け
る
役
員
の
数
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
前
回
の
改
選
時
と
同
じ
く
理
事

　
名
、
監
事
２
名
に
す
る
こ
と
と
し
、

３５そ
の
内
訳
に
つ
い
て
も
前
回
同
様
と
す

る
こ
と
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
会
員
１
事
業
所
の
加
入

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
政
治
連
盟

の
第
２
回
理
事
会
を
同
日
に
開
催
し
、

同
様
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
理
事
会
を
開
催
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一
般
ガ
ス
部
会
で
は
、
毎
年
、
高
圧

ガ
ス
事
故
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
販

売
事
業
者
を
対
象
に
保
安
講
習
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
８

年
が
経
過
し
、
ま
た
、
近
年
、
台
風
な

ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
毎
年
全
国
で
発

生
し
て
お
り
、
社
内
対
応
や
設
備
、
容

器
な
ど
の
安
全
管
理
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
に
大
陽
日
酸
㈱
の
技

術
部
長
を
招
き
、
災
害
時
の
対
応
に
お

け
る
課
題
や
設
備
の
安
全
管
理
、
情
報

収
集
な
ど
に
つ
い
て
、
実
例
を
も
と
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
講
師
か
ら
は
、

各
社
に
お
い
て
、
災
害
時
の
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
共
有
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
⑴
期
日
　
令
和
元
年
　
月
９
日

１２

　
⑵
場
所
　
茨
城
県
産
業
会
館

　
⑶
内
容
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

　
　
　
　
　
自
主
保
安
　

　
　
　
　
　
講
師
　
大
陽
日
酸
㈱
北
関
東

　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
 技
術
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岡
寛
典
様

　
⑷
出
席
者
　
　
名
６０

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

経
過
、
災
害
対
応
の
再
認
識

一
般
ガ
ス
販
売
事
業
者
保
安
講
習
会

（
一
般
ガ
ス
部
会
）大陽日酸㈱の大岡寛典講師

小池酸素工業㈱の福永直樹講師

酸素・アセチレンによる逆火防止機能実演

「
酸
素
・
ア
セ
チ
レ
ン
逆
火

防
止
機
能
デ
モ
実
験
」

一
般
ガ
ス
消
費
事
業
者
保
安
講
習
会

（
一
般
ガ
ス
部
会
）

　
一
般
ガ
ス
部
会
で
は
、
毎
年
、
一
般

ガ
ス
消
費
事
業
者
保
安
講
習
会
を
開
催

し
て
お
り
、
本
年
度
は
県
内
２
カ
所
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法

及
び
関
係
政
省
令
に
お
い
て
、
消
費
事

業
者
が
管
理
上
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
の
指
導
や
酸
素
・
ア
セ
チ
レ
ン

等
の
作
業
中
に
お
け
る
事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
高
圧
ガ
ス
に

関
す
る
座
学
の
ほ
か
、
屋
外
で
酸
素
・

ア
セ
チ
レ
ン
に
よ
る
逆
火
防
止
機
能
デ

モ
実
験
を
行
い
、
逆
火
の
危
険
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
逆
火
防

止
機
能
の
設
置
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茨
城
県
警
察
本
部
か
ら
担
当

職
員
を
招
き
、
車
両
等
の
盗
難
が
県
内

に
お
い
て
多
数
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

手
口
や
防
止
対
策
な
ど
実
例
を
も
と
に
、

注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

⑴
日
立
地
区
（
北
熔
会
）

　
①
期
日
　
　
月
　
日

１１

２１

　
②
場
所
　
㈶
日
立
地
区
産
業
支
援
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

　
③
内
容

　
　
・
車
両
等
の
盗
難
防
止
に
つ
い
て

　
　
　
講
師
　
茨
城
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　
　
生
活
安
全
総
務
課
自
動

　
　
　
　
　
　
車
盗
抑
止
対
策
係

　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
佳
昌
様

　
　
・
高
圧
ガ
ス
の
取
扱
い
及
び
管
理

　
　
　
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
講
師
　
小
池
酸
素
工
業
㈱
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
部
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
課
長
　
福
永
直
樹
様

　
　
・
酸
素
・
ア
セ
チ
レ
ン
に
よ
る
逆

　
　
　
火
防
止
機
能
デ
モ
実
験

　
④
出
席
者
　
　
名
３７

⑵
県
西
地
区
（
茨
西
会
）

　
①
期
日
　
　
月
４
日

１２

　
②
場
所
　
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

　
③
内
容
　
県
北
地
区
に
同
じ

　
④
出
席
者
　
　
名
　
　

４９
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
お
客
様
相
談
所

　
今
回
掲
載
す
る
個
別

相
談
記
録
は
、
令
和
元
年

　
月
か
ら
　
月
ま
で
の

１０

１２

間
に
消
費
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
　
件
の
相
談
の

１３

内
、
４
件
の
概
要
で
す
。

　
各
会
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
相

談
事
例
を
参
考
に
、
今
後

の
保
安
や
販
売
業
務
等

に
活
か
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
及

び
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
）

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
（
２
件
）

②
販
売
店
の
移
動
に
つ

　
い
て
　
　
　
　（
６
件
）

③
設
備
関
係
に
つ
い
て

（
０
件
）

④
保
安
に
つ
い
て

（
３
件
）

⑤
そ
の
他
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
全

　
般
に
つ
い
て
　（
２
件
）

　
一
般
ガ
ス
部
会
で
は
、
毎
年
、
　
月
１０

１
日
か
ら
　
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
の

３１

「
全
国
一
斉
特
別
回
収
運
動
」
に
併
せ
、

長
期
停
滞
容
器
や
所
有
者
不
明
容
器
の

回
収
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
８
社
か
ら
回
収
報
告
が

あ
り
、
長
期
停
滞
容
器
　
本
、
放
置
容

２５

器
１
０
５
本
、
内
所
有
者
不
明
容
器
が

　
本
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
所
有
者
不
明

３９容
器
の
ガ
ス
別
で
は
、
酸
素
５
本
、
ア

セ
チ
レ
ン
　
本
、
フ
ロ
ン
２
本
、
そ
の

２９

他
２
本
、
内
容
物
不
明
容
器
が
１
本
で

し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
容
器
は
、
消
費
事
業
者

の
容
器
置
場
に
、
他
社
容
器
が
長
期
間

放
置
さ
れ
て
い
た
容
器
で
す
。
回
収
し

た
会
員
は
回
収
報
告
書
を
協
会
本
部
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に

容
器
番
号
等
の
情
報
を
集
計
し
た
う
え

で
全
会
員
に
提
供
し
、
　
月
～
１
月
に

１２

か
け
て
、
会
員
相
互
間
の
容
器
返
還
作

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
所
有
者
不
明
容
器
は
ア
セ
チ

レ
ン
容
器
が
多
く
、
関
東
高
圧
ガ
ス
容

器
管
理
委
員
会
特
別
補
助
な
ど
を
活
用

し
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
容
器
管
理
の
徹
底
を
図
り
、

事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 　

本
が
所
有
者
不
明
容
器

３９

　
（
一
般
ガ
ス
部
会
）

～
相
談
記
録
の
概
要
～

処　理　内　容分類相　　談　　内　　容年月日

　ＬＰガスの営業行為は特定商取引法の対象となり、お客
様に対し威圧して困惑されるような行為は禁止されています。
また、お客様から断られているのに再度勧誘する行為も禁止
されています。
　同じ営業の方が再度営業に来るようなことがあれば、一
度、法律違反であることを警告し、それでも勧誘の話をする
ようであれば、行政または最寄りの警察署に連絡し通報して
下さい。

②

　現在はＡガスと契約している。先日の台風の時は給湯器
が壊れてしまったのだが、台風の中、早急に対応してくれる
などとても良い事業者で非常に感謝している。
　１８日にＢガスが営業に来て、販売店を替えないかと勧誘
してきた。料金が安くなると言われてもＡガスを替えるつもり
はないと言ったが、分かってもらえず、強引に切替えさせよう
と何度もしつこく言ってきた。玄関に座り込み、なかなか帰ら
ずとても怖かった。
　Ａガスと取引を続けたいので、もう来ないでほしいと言った
のだが、また来るような気がして困っている。

（鹿嶋市・女性）

21101

　プロパンガス協会なるものが実在する団体かどうかは承知
しておりません。
　なお、ＬＰガス販売については、液化石油ガス法で規制
があります。内容は料金価格の説明、備えられた設備の所
有関係、保安に対する内容などであり、消費者が納得したう
えで契約を結ぶことになっています。よって、電話をくれれば価
格が安くなるとの話は、いかがわしいと思われます。
　価格については、今お付き合いのある販売店に、このよう
なものが郵送されてきたと相談されてはいかがでしょうか。
　電話をかけるとしつこく訪問されるかもしれませんので、そ
のような通知は無視される方が良いと思います。

②

　プロパンガス協会というところから、郵便で電話連絡下さ
いと知らせがありました。電話を頂けなければ、料金は安くな
りませんとの内容です。
　これはいかがなものなのですか。このような協会は存在す
るのですか。

（鹿嶋市･女性）
20111

　相談者の近くの常総市やつくば市の充填所を数件教えた。
　そちらの充填所にボンベに充填してもらえるか聞いてみて
下さい。

⑤
　個人所有のボンベにＬＰガスを充填してほしい。
　充填してくれるところを教えていただきたい。

（坂東市･男性）
6121

　ＬＰガスの料金は自由料金制になっておりますので、Ｌ
Ｐガス販売店によって料金設定に違いがあります。高い販
売店もあれば安い販売店もあります。
　ただ、かなり安い販売店の場合、始めのうちは安い価格で
後 値々上がりする事も考えられます。また、ＬＰガスは保安
なども重要になりますので、しっかりと保安などを行ってくれる
販売店を選択したほうが良いと思います。
　ＬＰガス料金の単価や計算方法など詳しい内容につい
ては、取引の販売店にお問合せ下さい。

①

　ＬＰガスの料金について聞きたい。
　友人の家のガス料金と比較したところ、私の家のガス料金
は高かった。
　販売店は違うがなぜ料金に差があるのでしょうか。

（土浦市・男性）17121
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●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
情
報

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
1
9－

②
）

発
生
月：

８
月

場
所：

一
般
住
宅

種
別：

漏
え
い

原
因：

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
交
換
時
の
漏
え
い

確
認
不
足
に
よ
り
、
メ
ー
タ
ー
ユ

ニ
オ
ン
部
よ
り
ガ
ス
が
漏
え
い

（
メ
ー
タ
ー
ユ
ニ
オ
ン
部
の
パ
ッ
キ
ン

に
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
原

因
と
思
わ
れ
る
）

被
害：

人
的
被
害
な
し

☆
事
故
防
止
に
向
け
て

・
容
器
や
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
は
、

施
工
不
良
等
に
よ
る
ガ
ス
の
漏
え
い

を
防
ぐ
た
め
、
施
工
後
の
漏
え
い
確

認
の
徹
底
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。

・
保
安
教
育
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
容

器
交
換
時
等
の
際
の
標
準
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
等
し
、
作
業
手
順

の
再
確
認
及
び
徹
底
を
図
る
こ
と
。

※
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
技
術
者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
に
お
い
て
、
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

交
換
時
等
の
事
故
防
止
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

【
検
索
ワ
ー
ド：

容
器
交
換
　
マ
ニュ
ア
ル
】

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
件
数（

2
0
1
9
年
）

　
２
０
１
９
年
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
件
数

は
、
　
月
末
時
点
で
２
件
と
な
っ
て
お
り

１１

ま
す
（
前
年
同
時
期
比
で
２
件
減
）
。

引
き
続
き
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
事
故
の
発
生
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
法
令
遵
守
の
徹
底
に
加
え
、

保
安
対
策
指
針
に
示
さ
れ
る
取
り
組
み

を
推
進
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に

係
る
事
故
は
、
　
月
末
時
点
で
　
件
発

１１

３２

生
し
て
い
ま
す
（
前
年
同
時
期
比
で
　１２

件
減
）。

　
内
訳
と
し
て
は
、
フ
ロ
ン
・
ア
ン
モ

ニ
ア
等
の
冷
媒
漏
え
い
　
件
（
う
ち
１

１９

件
は
破
損
後
の
漏
え
い
）、
窒
素
・
プ

ロ
パ
ン
等
の
漏
え
い
　
件
、
ト
ラ
ッ
ク

１２

荷
台
か
ら
の
ボ
ン
ベ
の
転
落
が
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
圧
ガ
ス
事
故
は
、
災
害
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高
圧
ガ

ス
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
次
の
こ
と
に

留
意
す
る
と
共
に
、
過
去
に
発
生
し
た

事
故
の
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
自
主

保
安
活
動
を
推
進
し
、
事
故
の
発
生
防

止
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
作
業
実
施
前
に
手
順
や
要
領
等
を
よ

く
確
認
し
て
か
ら
作
業
を
行
う
。

・
設
備
点
検
を
よ
く
行
い
、
作
業
を
行

う
上
で
の
安
全
を
確
認
し
た
後
に
作

業
を
行
う
。

　
昨
年
１
月
か
ら
　
月
の
間
に
、
県
内

１１

に
お
い
て
９
件
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
喪

失
・
盗
難
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
（
前

年
同
時
期
比
で
１
件
減
）。

　
特
に
、
　
㎏
以
下
の
容
器
の
盗
難
が

２０

５
件
と
盗
難
全
体
の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
　
㎏
以
下

２０

の
容
器
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
の
中
を
通
し
て
鎖
を
掛
け
た

り
、
容
器
同
士
を
連
結
す
る
な
ど
、
安

易
に
容
器
を
取
り
外
し
で
き
な
い
措
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
に
お
け
る
盗
難
が
１

件
、
消
費
者
宅
を
更
地
に
し
た
際
の
喪

失
が
２
件
あ
り
ま
し
た
の
で
、
早
期
の

容
器
撤
去
な
ど
管
理
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
万
が
一
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
盗
難
が

発
覚
し
た
場
合
に
は
、
「
茨
城
県
液
化

石
油
ガ
ス
事
故
措
置
要
綱
」
で
定
め
る

と
お
り
、
直
ち
に
「
事
故
発
生
報
告

書
」
を
提
出
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
後

日
、
詳
細
に
つ
い
て
「
事
故
届
書
」
と

併
せ
て
ご
報
告
願
い
ま
す
。

○
関
係
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
検
索
ワ
ー
ド：

茨
城
県
液
化
石
油
ガ

ス
事
故
措
置
要
綱
】
で
検
索
願
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
　
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で

１１

２１

の
間
に
、
県
内
５
か
所
に
お
い
て
高
圧

ガ
ス
運
搬
車
両
（
ロ
ー
リ
ー
車
９
台
、

バ
ラ
積
車
両
９
台
）
の
指
導
取
締
り
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ロ
ー
リ
ー
車
１
台
及
び

バ
ラ
積
車
両
１
台
に
お
い
て
、
高
圧
ガ

ス
の
移
動
に
係
る
技
術
上
の
基
準
不
適

合
の
事
項
（
警
戒
標
の
不
備
、
高
圧
ガ

ス
の
名
称
、
性
状
及
び
移
動
中
の
災
害

防
止
の
た
め
に
必
要
な
注
意
事
項
を
記

載
し
た
書
面
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
の

不
携
帯
）
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
圧
ガ
ス
を
運
搬
す
る
車
両
に
は
、

車
両
の
前
部
及
び
後
部
の
外
部
か
ら
見

や
す
い
場
所
に
警
戒
標
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
、
特

定
不
活
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
高
圧
ガ
ス

を
運
搬
す
る
と
き
は
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
を
携
帯
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
器
や
応
急
用
資
材
及
び

工
具
等
は
、
高
圧
ガ
ス
の
移
動
中
に
発
生

し
た
災
害
の
拡
大
防
止
に
資
す
る
も
の
で

す
の
で
、
常
に
使
用
で
き
る
状
態
で
携
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高

県
内
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
故
の
発
生
状
況

県
内
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス

事
故
の
発
生
状
況

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
盗
難
事

故
に
つ
い
て

高
圧
ガ
ス
運
搬
車
両
の
指

導
取
締
り
に
つ
い
て
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圧
ガ
ス
の
移
動
に
係
る
技
術
上
の
基
準

を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
保
安
の
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
雪
の
際
に
は
、
屋
根
等
か
ら
の
落

雪
の
他
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の
破
損
な

ど
に
よ
り
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
付
近
の
供
給

設
備
が
損
傷
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

検
針
・
容
器
交
換
時
、
定
期
点
検
等
の

際
に
は
、
落
雪
の
影
響
を
確
認
し
、
供

給
設
備
の
損
傷
防
止
に
務
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
検
索
ワ
ー
ド：

経
済
産
業
省
　
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
　
大
雪
】

　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
　
　
　
　
　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
７

日
立
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
２

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
１
（
３
３
）
６
０
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
１
（
３
３
）
５
６
３
８

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
（
８
２
２
）
７
０
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
８
２
２
）
９
０
４
０

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
６
（
２
４
）
９
１
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
６
（
２
４
）
７
８
１
３

消
防
安
全
課
 産
業
保
安
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
Ｌ
Ｐ
）
０
２
９
（
３
０
１
）
３
５
９
４

（
高
圧
）
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
８
７

▼
会
員
の
登
録
に
つ
い
て
お
願
い

　
当
協
会
へ
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

情
報
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
「
名

称
・
所
在
地
・
代
表
者
氏
名
の
変
更

届
」
の
書
式
を
使
用
し
、
ご
提
出
下
さ

い
。
ま
た
、
事
業
所
様
で
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
ご
登
録
願
い

ま
す
。
書
式
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.ib
a
k
h
k
.o
r.jp
/
su
b

1
0
.h
tm
l

）
か
ら
も
取
れ
ま
す
の
で
ご

活
用
下
さ
い
。

　
今
月
号
の
会
報
と
一
緒
に
「
現
在
の

登
録
状
況
」
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
確
認
下
さ
い
ま
す
よ
う
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費
の
引
落
口
座
に
つ
い
て

　
毎
年
、
会
費
の
引
き
落
と
し
を
７
月

初
旬
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

口
座
の
変
更
や
今
後
引
き
落
し
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
協
会
へ
５
月
中
旬

迄
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
販
売
の
お
知
ら
せ

　
会
員
の
皆
様
へ

　
協
会
で
は
左
記
の
『
周
知
文
書
』
等

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。
送
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
照
下
さ
い
。

《
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
周
知
文
書
》

・
家
庭
用
　
　
　
　
　
　
年
度
版
　
円

２９

１５

・
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
年
度
版
　
円

２７

１５

・
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
年
度
版
　
円

２６

１４

・
業
務
用
　
　
　
　
　
　
年
度
版
　
円

２９

２１

・
　
 〃
      　
　
　
　
 　
年
度
版
　
円

２８

２１

・
　
 〃
       　
　
　
　
　
年
度
版
　
円

２６

２１

・
家
庭
用
（
英
語
）
　
　
年
度
版
　
円

２８

７９

・
　
〃
　
（
　
〃
　）
　
　
年
度
版
　
円

２７

７９

・
家
庭
用
（
中
国
語
）
　
年
度
版
１
２
２
円

２９

・
　
〃
（
 〃
 ）
　　
年
度
版
１
２
２
円

２８

・
家
庭
用
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）

　
年
度
版
１
２
２
円

２９

・
　
〃
　
（
　
 　
〃
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
版
１
２
２
円

２７

・
災
害
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
　
年
度
版
　
円

２９

３５

・
  　
　
　
〃
 　
　
　
 　
年
度
版
　
円

２６

３５

《
一
般
ガ
ス
用
周
知
文
書
》

・
溶
接
・
熱
切
断
用

　
　
　
　
（
一
般
ガ
ス
会
員
）
　
　
円
３３

・
　
〃
　
（
一
般
ガ
ス
会
員
以
外
）

２
２
０
円

・
放
置
容
器
は
危
険
の
チ
ラ
シ
　
　
円
１０

・
　
〃
　（
一
般
ガ
ス
会
員
以
外
）　
　
円
２０

大
雪
に
よ
る
液
化
石
油
ガ
ス
供

給
設
備
の
損
傷
防
止
に
つ
い
て
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編
　
集
　
後
　
記

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
お
健
や
か
な
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
さ
て
、
昨
年
５
月
１
日
の
新
天
皇
即

位
に
と
も
な
い
元
号
も
「
平
成
」
か
ら

「
令
和
」
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
お
正

月
と
な
り
ま
す
が
、
干
支
は
「
庚
子
」

の
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
庚
子
」
の
「
庚
」
は
象
形
文
字
で
、

一
説
に
よ
る
と
一
つ
の
生
長
が
止
ま
っ

て
、
新
た
な
形
に
変
化
し
よ
う
と
す
る

様
子
か
ら
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
子
」
は
も
ち
ろ
ん
十
二
支
の
一
番
目
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、

私
と
し
て
は
「
成
長
し
て
き
た
パ
ワ
ー

を
、
今
ま
で
と
は
違
う
形
に
変
化
さ
せ

て
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い

く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
新
た
な
時
代
の
始
ま

り
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で

す
。
　
本
年
も
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
会
員
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

会
　
員
　
の
　
消
　
息
 

～
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
～

１０

１２

３１

【
名
称
・
代
表
者
の
変
更
】

○
日
揮
㈱
技
術
研
究
所
→
日
揮
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
技
術
研
究
所

　
藤
村
靖
→
本
田
一
規
　
　
（
大
洗
町
）

○
な
め
が
た
農
機
燃
料
㈱
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
な

め
が
た
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
（
行
方
市
）

　
曽
根
金
作
→
藤
田
一
雄
　

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
北
茨
城
ガ
ス
セ

　
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

　
北
茨
城
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
（
北
茨
城
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
里
美
給
油
所
→

　
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
里
美
ガ
ス

　
セ
ン
タ
ー
　
　
　
  （
常
陸
太
田
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
十
王
支
店
→
Ｊ

　
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
十
王
ガ
ス
セ

　
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
ひ
た
ち
な
か
ガ

ス
セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
ひ
た
ち
な
か
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

　
木
村
人
司
→
藤
田
一
雄
  （
那
珂
市
）

　
○
常
陸
農
業
協
同
組
合
笠
間
ガ
ス
セ

ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

笠
間
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
（
笠
間
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
大
宮
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
大

宮
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
（
常
陸
大
宮
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
大
子
給
油
所
→

　
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
大
子
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
（
大
子
町
）

　
木
村
人
司
→
藤
田
一
雄

○
常
陸
農
業
協
同
組
合
太
田
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
太

田
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
（
常
陸
太
田
市
）

　
秋
山
豊
→
藤
田
一
雄

○
㈲
ジ
ェ
イ
エ
イ
水
戸
グ
ル
ー
プ
サ
ー

ビ
ス
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨

城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
水
戸
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ

ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

　
井
坂
英
嗣
→
藤
田
一
雄

○
新
ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
ガ
ス
セ

ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

ひ
た
ち
野
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
（
石
岡
市
）

　
富
田
修
一
→
藤
田
一
雄

○
水
郷
つ
く
ば
農
業
協
同
組
合
土
浦
Ｌ

Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
土
浦
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

　
池
田
正
→
藤
田
一
雄

○
常
総
ひ
か
り
農
業
協
同
組
合
下
妻
ガ

ス
保
安
セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ

ル
ギ
ー
㈱
下
妻
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

　
塚
本
治
男
→
藤
田
一
雄
  （
下
妻
市
）

○
常
総
ひ
か
り
農
業
協
同
組
合
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
水
海
道
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

　
塚
本
治
男
→
藤
田
一
雄
 
（
常
総
市
）

 

【
名
称
の
変
更
】

○
㈱
全
農
ラ
イ
フ
茨
城
ク
ミ
ア
イ
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
水
戸
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
茨
城
ガ
ス
セ
ン
タ
ー（

茨
城
町
）

○
㈱
全
農
ラ
イ
フ
茨
城
ク
ミ
ア
イ
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
下
妻
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
下
妻
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
妻
市
）

○
㈱
全
農
ラ
イ
フ
茨
城
み
な
み
販
売
所

→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
み
な
み

ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
（
守
谷
市
）

○
㈱
全
農
ラ
イ
フ
茨
城
ク
ミ
ア
イ
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
江
竜
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
江
竜
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
　

（
牛
久
市
）

【
代
表
者
の
変
更
】

○
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
㈱
関
越
支
店
茨

城
事
業
所
つ
く
ば
工
場
　
（
筑
西
市
）

　
齋
藤
正
明
→
内
田
徹

○
関
口
石
油
店
　
　
　
　
　
（
城
里
町
）

　
関
口
陸
夫
→
関
口
克
明

○
㈲
生
天
目
石
油
店
　
　
　
（
那
珂
市
）

　
生
天
目
功
→
生
天
目
伸

○
高
須
石
油
店
　
　
　
　
　
（
大
洗
町
）

　
高
須
恒
夫
→
高
須
功

○
㈱
旭
商
事
　
　
　
　
　
　
（
笠
間
市
）

　
村
田
定
男
→
村
田
大
地

【
住
所
の
変
更
】

○
関
彰
商
事
㈱
水
戸
支
店

　
ひ
た
ち
な
か
市
枝
川
２
７
７
→
水
戸

　
市
笠
原
町
１
５
１
４
―
３

【
脱
会
】

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
　
３
社


